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技術相談 

提供可能技術： 
形式手法 B-Method の導入に際しての教育に関する相談 

 
研究内容：  

■形式手法について 

ソフトウェアシステムなどのシステム開発の現場において，自然言語記述による仕様には曖昧な表現が含有されて

いる理由から内容の矛盾や誤りの指摘が困難になる場合があるため，開発の過程に数学的論理思考（mathematical 

reasoning）を導入することを通じて仕様記述を厳密にして曖昧性を排除する手段が形式手法（formal method）です． 

プログラミングなどにおいては，物事の手順（アルゴリズム）を並べて考えるアプローチであるため，とりあえず必要な

機能を柔軟に実現しやすい一方，無欠陥を根本的に検証する手段が存在せず，地道なテストに頼ることになります． 

形式手法においては，論理数学の道具を用いた物事の決まり事（ルール）を積み重ねて考えるアプローチであるた

め，導入時のしきいは高く，融通が利かない部分がある一方，仕様記述に誤解が無く，継承が容易となり，無欠陥を証

明・検証する手段が存在します． 

 形式手法の分野には，形式仕様記述（formal specification）やモデル検査（model checking）があります． 

 

■形式手法 B-Method について 

形式手法 B-Method は，同一の形式モデルにて形式仕様記述・定理証明とモデル検査の双方を実施できます． 

B-Method のモデル記述支援および定理証明ツールである仏国 ClearSy 社の Atelier B，および，独国ハインリッヒ・

ハイネ大学が開発したモデル検査ツールである ProBを用いた，B-Method の導入教育を行います． 

 

 

《左図》 

Atelier B Ver.4.5.5 

（仏国 ClearSy社） 

《右図》  

ProB Ver.1.9.3 

（独国ハインリッヒ・ハイネ大学） 
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提供可能な設備・機器：  
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